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1.はじめに

飛行中の＼リコブタ狼電雛異議親虫して墜落する事簸(ワイヤーストライク)汎国内

外で発生Ln ､る｡この極7)泰臓及こ凡-リコブタ倒断のためを働経口

センサカ靖効であると考え､試催品の開発を通じて､ノサードウェア及びソフトウェア両面か

ら検証を行った｡

接触1砧&A3武甘L細い竜諌(西棟こ芯1)が背放鳥轟t&fr一等∴臆A/-/.市野にとに

よるものであり､人の日鼠潤っりハードウェアが数1Ch先から探矢汀できる能力を持つこと

カ欄ある｡そこで打印力示達採用した｡

｡献班頚効と考えられる縦方向の2次元ラスタースキャン

･アイセ-7性を確昧Uとまま､上鮒執ヽピークパワー頭等野璃巨な1. 5 3 /im帯

域匿どドプ　ファイバレ甥

ソフトウェアは､頚躍情報をオベレー列登りり易く提示するための事掬こ功Yても検証

し､主に以下の処理を行う｡

｡ c cD映陵上に障謝勿シンボルを重畳

･機体運動を適縦するように障春物シンボル位置を移動尊前〕

2.ハードウェア棉戎

mg.1　ODS　柵diagram
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3.ソフトウェア

障謝勿障娘の提示

2次元走査による距離簡鞭を基に〇〇m以内に存在する障謝物の上端を絡㌫包弟嫁

(SAFEJLINE)を僧衣L CCD映陵_臼こ重畳する.この線より_上劫嶋艶下級患ヨ危険

を意蘇㌻る飢g.2翻｡
この㈱教描き､ 〇〇m湘勤6脚を鮒変えることにより､オ

ペレータに障蔀棚排ゴ加した障穿断静娃葦示する｡

鰍南正
匡捕鮎舘hoリフレッシュレート/')尊短_; Zと三乳､ため､包緯線(SAFE4INS) J離勤

は垂従しないO二才房肇虐するために炎亘睦査までの間､ジャイロ等磯運動を剖測し

匂路線鰍補正形動　し追給するようにした｡

4.評厩試験結果

試栴脚軌て､地上欄験を実施した㈱課を鞄2､試験風景を鞄3

を榊う｡

Eg.2　Example of i血皿　tD q脚氾奴

Fig.3　Scene of e:癖nt晦軸鹿st)
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